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1月 1日(火)　今年もアマチュア無線で遊ぶぞ～！

　昨日大晦日にARRLからDXCCの賞状が届きました。筒は一つでしたが、中には 9枚の賞状
が入っていました。それと一緒にエンドーズメントのシールが沢山入っていました。

　昨日送られてきたのものと既得の 3つを合わせると、12枚にもなります。こんなに賞状があって
な～・・・って感じです。でもせっかくもらったんだから・・・壁にでも飾るかと思って、ちょっと計算し

てみました。B4の額に入れて横一列に並べると 5mにもなります。やっぱり止めとくかなぁ
～？？？って感じです。

　目標は 12バンドDXCC。現在 8バンド制覇して、160mと 6mは半分の両方とも 50エンティ
ティー位です。2mの方もボチボチコンファームできています。そろそろ 70㎝の準備にかかりたいと
思います。以下の画像は 12月 31日までのログをアップして、今日までのコンファーム状況を示し
たものです。
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1月 2日(水)　お年玉でベンチマークテスト

　この歳になって、お年玉がもらえるとは思ってもいませんでしたが、元旦の夕方、お年玉宜しくパ

ソコンが配達されました。ニューではなくてユースドです。大学時代の友人から年末に電話があっ

て、新しいパソコン（Core i9）を買ったため、古いパソコンが要らなくなったので、プレゼントする
よ！ということでした。ホントかしら？と思っていましたが、本当に送ってきてくれたのでした。ありが

とうございます。

　開梱して立ち上げてみると、OSが再インストールされていて、見た目は別として、ディスプレイと

向かいあった感じは新品同様です。CPUは Core i7-4970でした。私はCore i7なんて高級機種は

買ったことがありません。メモリは 8MB 実装されているようですが、残念なことに 32 ビットOSなの
で、2.69GBしか使用できません。今まで使っていたデスクトップは Core i5-2400Sですが、これに
比べてどれだけ速いか興味が出てきました。

　そこで、フリーのベンチマークアプリ（CrystalMark2004をダウロードして試してみました。ついで

に、1年程前に買ったHP製ノートパソコンとイイヤマ電機製ノートパソコンも CrystalMark2004を
走らせてベンチマークを比較してみました。

　プレゼントされた Core i7のパソコンは、クロックの差もありますが、今まで使っていたパソコンより

も倍以上の総合得点（MARK)です。一方、Celeon 搭載のノート PCは、第 8 世代の Core i5　
8250U 搭載のノート PCの半分以下の性能であることが判明しました。やはり、お値段なりの性能

ですね～！。

　第 8 世代の Core i5 8250Uは、クロックが小さいにもかかわらず、第 2 世代の Core i5 2400Sに比

べて 2 倍近い性能を示しています。やはり、技術は時と共に着実に進歩しているんですねぇ～！
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1月 3日(木)　今時のホームページの作り方（その２）

　12月 26日のブログで、Google サイトを使えば簡単にホームページができることを紹介しました。

色々調べると、JimdoやWixなどがメジャーなものだと分かったので、それらを試してみました。い

ずれも、無料でホームページを作ることができます。

　実際に使ってみた感想などを述べてみたいと思います。

＞＞＞Google サイト

　3つの中で一番簡単。自由度が小さいので、格好よく見せるのは無理。

　pdfファイルや zipファイルをダウンロードさせることも可能。

　スマホ対応は縦長も横長も自動調整でばっちり。

　物品販売サイトの作成は無理？

　見栄えの不要な社内用サイト等の作成には便利かも。

　Chromeが動けば、スマホでも編集できる？

＞＞＞Jimdo
　無償版でさえ paypalをサポートしていて、物品販売サイトの作成可能（試していないけど・・・）

　Wixに比べるとテンプレートの数は少ないが、自分にあったスタイルを見つけるのには十分だ。

（多すぎても迷うだけ？）

　pdfファイルを埋め込む時に、Googleドライブを使う方法が示してあり面倒だった。

　スマホでも編集できるらしい。

　スマホ対応は縦長も横長も自動調整でばっちり。

＞＞＞Wix
　豊富なテンプレートが用意されていて、動画やアニメーションなどを使ってアトラクティブな表現

が可能。ボタンや画像の位置を微妙に調整できる。

　pdfファイルをダウンロードさせるボタンが簡単に作成できたが、zipファイルはダメだった。外部

サイトにリンクをはるという裏技を使えば zipファイルもダウンロード可能になった。

　スマホ対応は縦長のビューのみプレビュー可能。

　スマホでの編集は無理？部品配置が微調整できる分だけ細かい操作が必要なためか？

　3つのWeb サイトビルダーで次のようなホームページを作ってみました。

1)Google サイト

　趣味のアマチュア無線のサイト（日本語）を作ってみました。

　ここからジャンプします。

2)Jimdo
　趣味のアマチュア無線のサイト（英語）を作ってみました。

　ここからジャンプします。

3)Wix
　Zipangu7というヨットのサイトを作ってみました。

　ここからジャンプします。
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　いずれのWeb サイトビルダーも、ワープロで写真やグラフ入りの文書を作るような感覚でホーム

ページを作ることができます。

　これらのページをご覧いただいて、皆さんも自分でサイトを作ってみられてはいかがでしょうか？

1月 4日(金)　アンテナ整備

　今日は良い天気だったので、体を動かすためにお外でアンテナ整備をしました。先日作成した

160mバンド用バランを 40m タワーに登って交換しました。160mバンドは、冬場の今がシーズンな

ので、あと 2か月程でオフになります。これで、インターフェアが治まってくれることを期待していま

す。、

　その後、3.5MHz用フォースクエアアンテナに給電線を接続して、SWRを測定してみました。昨

年初夏に、アンテナを片付けていたので、半年振りの復活です。
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1月 5日(土)　160mバンドは超混雑

　昨日アンテナ整備したので、その結果を実証するために、5時半頃無線小屋に行きました。結果

は・・・ブゥブウ～～！！でした。つまり、やはりUSBがインターフェアを受けて送信できずでした。

昨日夕方には何ともなかったのに・・・？何が原因でしょうか？

　パソコンが壊れかけていて、イミュニティー（雑音余裕度）が下がっていることが原因かもしれない

ので、先日プレゼントしてもらったパソコンと入れ替えてみようと思います。何しろ、最近では、蛍光

灯をON/OFFすると、パソコンからUSBが切断・接続された時の警告音が出るようになったのです。

以前はそんなことはなかったのです。それに、このパソコンは、2年程前に、雷サージの影響なの

か内蔵の LANが使えなくなっていて、代わりにUSBの LANアダプタを使っていますが、これが

認識されなくなることが偶にあります。以前から替え時だと思っていたので、まだ使えそうですが、

入れ替えようと思います。

　今朝の 160mバンドには 9V1EAがQRVしていて、週末ということもあってか、超混雑気味でし

た。25 局前後が、1908kHzに出ていました。IC-7851のデュアルワッチ機能を使って、、160mと
80mを同時受信してスペクトルを比較してみました。図中の上が 1908kHzで、下が 3537kHzです。
（160mバンド用アンテナで受信）

　ローバンドのコンディションが良いということもあるのでしょうが、私と同じように FT8の登場で、

160mでDXCCを目指している人が多いのでしょうね。

　160mバンドに出られないので、新アンテナファームのフォースクエアの飛びをチェックするため

に、80mバンドにQSYしました。A41ZZが出ていたので、暫く呼んでみましたが応答はありません

でした。自宅シャックのダブルバズーカと聞こえ方を比べてみたところ、ダブルバズーカ 2 局に対

してフォースクエア 10 局でした。聞こえても飛ばなきゃねぇ～・・・でも 50Wじゃぁしゃあないか！

　何処まで飛んでいるかチェックするために、PSK Reporterを開いてみましたが、近頃、PSK 
Reporterは不調なようで、チェックできませんでした。ロシアの局を呼んでQSOできたので、一応

飛んではいるようです。香港の局をモニタして、アンテナの指向性をチェックしてみたところ、それ

なりに機能していることが確認できました。

　昨日、フォースクエアの給電線だけは接続しましたが、ラジアルアースは未だ張っていません。

近いうちに、張ろうと思います。
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1月 6日(日)　ブドウの仮剪定と枝の焼却

　昨日から野良仕事を始めました。晴耕雨読、サンデー毎日の生活なので、土曜日も日曜日も関

係ないんです。今日は生憎の曇り空でしたが、昨日は良い天気でした。でも、朝は寒いので、火を

焚きました。ただ火を焚くのではなくて、剪定した枝を焼却することが目的です。火を焚いている間

は、火の番をしながら仮剪定をしました。そうして、今日で仮剪定は完了しました。

　ところで、160mバンドのインターフェアの件ですが、新しいパソコンに、とりあえず WSJT-Xだけ

をインストールして試してみたところ、早朝でも問題なく送信できました。ロシアの局が 1840kHzで
CW JAとやっていたので、1908kHzで呼ぶと応答がありました。あぁ～やっぱりパソコンが悪かっ

たみたいです。ということで、明日から早起きして 160mバンドでDX ハンティングが楽しめそうで

す。

1月 7日(月)　FT-8の送信が 5秒遅れる(IC-7851)

　今朝も 5時半頃から起きて無線小屋に行きました。早速 WSJT-Xを起動してチェックすると

9V1EAが出ていたので、呼ぼうと思って Enableボタンを押しましたが、直ぐには送信状態になら

ず、しばらく経ってから送信を始めるのです。Tuneボタンを押しても、少し遅れて送信状態になり

ます。

　昨日、ロシアの局とQSOした後で、Settingを少し変更したのが気になります。昨日は Radio=IC-
7851、COM3、PTT-Method=COM3, RTSに設定していたのですが、CATを使うと、ログソフトと競

合したり、CQ 908と読んでいる局をダブルクリックすると 1908kHzにQSYしたりして問題があるの

で、CATを使わないように設定して、PTT-MethodをCOM4,RTSに変更したのです。

　この設定を元に戻すと遅延はなくなりました。ネットで調べると、JA5DBEさんのブログに「ノート 

PC ( WSJT-X ) から IC-7300 の PTT 制御が NG」というのを見つけました。同じような症状が報告

されていました。そうか・・・リグのバグなのか・・・この記事は 2017年 9月 9日付けなので、その後

IC-7851でもファームウェアがバージョンアップされて改善されているかもしれないと思って ICOM
のページをチェックしました。すると、最新版は 1.3で、次のような更新内容が含まれていました。

・USB ポートの接続と同時にUSB SEND/USBKeying の制御を受け付ける設定をセットモードに

追加

・その他、軽微な変更
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　どちらもストライクの記述ではありませんが、現用のファームウェアはV1.11なので、ダウンロード

して更新することにしました。その結果はというと・・・以前と変化なしでした。

　パソコンを変える前は、IC-7851のACCコネクタに別のシリアルポートの RTSで PTTを制御して

いましたので、この方法にすれば問題は解決するのですが、如何せん今度のパソコンにはシリア

ルポートが無いのです。USBシリアル変換器を使えばなんとかなりそうです。本当は、あれこれい

ろんなものを使いたくないのですが・・・

1月 8日(火)　土砂搬出作業再開

　年末年始にかけて比較的良い天気が続いており、少なくとも降水はなく、地面が程よく乾いてい

ます。仮剪定も終わったので、昨日から土砂搬出作業を再開しました。いつまでにやらなくてはな

らないという制約はありませんが、地面が乾いていた方が作業し易いので、やっています。

　3月頃までに、SSが通れる程度にすることが当面の目標です。

1月 9日(水)　今朝の 160mバンド

　5時半頃起床して、160mバンドをワッチしました。5時 50分に 9V1EAが CQ JAを出していたの
で、呼びましたが応答はなく、QSOには至りませんでした。彼の信号は強くて、ピークで+3でした
が、JAから呼ぶ局が多い割には、QSOできた局は JA7NIと JA4PXCの 2 局だけでした。しかも彼

らに返したレポートは、-18dB/-21dBとかなり悪いものでした。どうも耳が悪いようです。

　暫くワッチしていると、A41ZZが CQ JAを出し始めましたが、彼とは昨日QSO済みなので、パス
して代わりにUA6JQとQSOしました。昨日、PTTを操作するためにUSBシリアルブリッジを急場

ごしらえで用意したので、試したかったのです。リグは CATを使わないように設定したので、自作

ログソフトとの競合もなく、ちゃんと PTTも動作しました。

　窓の外を見ると雪が降る寒い朝でしたが、7時前から 7時半頃まで沢山のヨーロッパが CQ JAを
出していて、片っ端から呼んで回りました。今朝は、UA6JQ, YT7AW, EA6SXの 3 局とQSOでき
ました。後で pskreporterを見ると、私の電波はポルトガルあたりまで飛んでいましたので、冬の間

はローバンドをじっくり楽しみたいと思います。
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　一昨日のプログで紹介した、IC-7851で FT-8の送信が 5秒遅れる件について、ICOMの I サ

ポートに問い合わせしていたところ、昨夕回答がありました。

　Ver1.30で追加された「USB SEND/Keying Inhibit at Connection」で対応済みという内容でした。

アップデートに関するドキュメントも一応目を通していたのですが、気付きませんでした。でも、

ちょっと分かりにくいと感じています。何故かと言うと、追加された機能は、「Inhibit（禁止）にする」

ことではなくて、「禁止しなくする」機能だからです。確かに、別に設けたUSBシリアル変換器の

RTS ポートから PTTを制御すると、パソコンの電源をONしたり、別のUSB機器をホットプラグす
ると、スタンバイスイッチが短い周期で 3回ほど ON/OFFするのです。ICOMでは、これを禁止す
るようにファームウェアで対応していたんだと思います。それによって弊害が出てしまったので、

「USB SEND/Keying Inhibit at Connection」という設定項目を追加したんでしょうね。

　IC-7851の設定を、USB SEND/Keying Inhibit at Connection　OFF、USB SEND USB2 RTSに
変更して、WSJT-X側では、Radio = None, PTT Method = COM4 RTSに設定して動作確認したと

ころ、5秒程遅れる件は改善されていました。　

1月 10日(木)　ブドウ棚の修理に着手

　昨日は白くなっていたので、野良仕事はパスして、妻と一緒にたけべ八幡温泉に行きました。今

朝、ブドウ園に行ってみると、山側の擁壁がほぼほぼ完成していて、ブドウ棚の外にあった土砂も

片づけられていて、きれいに整地してありました。

　流石にプロ。感謝・感激！

　もう少し、ブドウ棚の下に余分な土砂がありますが、その土砂の撤去はいつでも良いので、先に

ブドウ棚の修理をすることにしました。

　まずは、斜柱をアンカーに引っ張る鋼線が何本も切れているので、それを元通りに張り直すこと

から始めました。
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1月 11日(金)　9V1EAと 160mバンドでQSO

　今朝も 6時頃に起床して、無線小屋に行きました。スイッチを入れると既に 9V1EAが 1840kHz
にQRVしていました。
　WSJT-Xをパソコンの画面に 2つ表示して 2波同時受信するようにしていますが、今日は、メイン

画面で 1908kHzを、サブ画面で 1840kHzに対応させて運用してみました。この方式だと、SPLIT
にしなくて良く、リニアアンプの周波数トラッキングをOFFにしなくても良いというメリットがあります

が、相手のコールやレポートをキーボードから入力する必要があり、相手から応答があったときに

手動で Tx4に切り替えなければならないというデメリットがあります。どちらをメイン周波数にするの

が良いのか悩ましいところです。いずれにしても慣れが必要ですね。

　今朝の 9V1EAの信号は非常に強力で、ピークで+14dBでした。これは並の強さではありません。
JA 局でも 10dB以上の局は少ないのですから。15分位呼んでやっとQSOすることができました。
QRZ.COMを見ると、9V1EAは日本人オペレータで、アンテナは地上高 80mのインバーテッド L
とのことでした。

　その後、I4EWH ともQSOできました。どちらも LoTWではコンファームできていないバンド
ニューです。
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1月 12日(土)　ブドウ棚の修理（アンカー線）他

　ブドウ棚に土砂が流れ込んだ時に、斜柱をアンカーにつないでいる鋼線があちこち切れている

ので、張り直しました。鋼線が切れなかった場所でも、アンカーが浮いて鋼線がたるんでいる箇所

もアンカー線を張り直しました。

　素人なのでピンと張れないのではないかと思って、20㎝のターンバックルを 10 本程購入してい

たので、長手方向のアンカー線はターンバックルを使って張りました。ターンバックルは締めるのも

緩めるのも簡単なので、確かに素人には向いています。もちろん、ターンバックルだけで締めるの

ではなくて、最初にレバーブロック（荷締機）で斜柱を引っ張っておいてから、鋼線をターンバック

ルにつなぎます。レバーブロックで斜柱を下側に引っ張る時に、ミニユンボのバケットを利用してい

ましたが、ミニユンボが入らないような狭い場所では、農業運搬車に土を載せて 300㎏位の重りと
して利用しました。

　作業に慣れてきたので、ターンバックルは使わなくてもピンと張れるようになりました。残念ながら、

慣れてきた頃には作業は終了しました。百姓仕事ってこんなもんです。

　以上は昨日の作業でした。

　今日は、朝から雪がちらついていたので、野良仕事はやめて、溶接作業をしました。有害鳥獣を

駆除するための箱罠を作るために、ワイヤーメッシュ(1mx2m 6mm棒 75mmピッチ）の縁に 8㎜の
鉄の丸棒を溶接しました。今日の作業で、箱罠 1セット分の工作ができました。
　これから、牛窓に出かけます。今夜はヨットで泊まって、明日の草レースに備えます。

1月 13日(日)　新春セーリングデイ

　今日は牛窓ヨットクラブのイベントで、2019 New Year Sailing Dayが開催されたので、参加しまし
た。

　晴天で 10 ノット位の風があったので、そこそこのセーリング日和でした。牛窓ヨットハーバーを出

て、犬島を半時計方向に回るというコースですが、この時期は海苔網の筏が沢山あって、かなりの

大回りを強いられました。タイムリミットの 1時半に間に合いそうになかったので、途中から汽走で

ハーバーに帰りました。　1時半からは、ハーバーのクラブハウス下で、牛窓ヨットクラブのメンバー

と一緒に BBQを楽しみました。朝は寒かったのですが、昼は天気が良かったので、暖かい日にな

りました。
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1月 14日(月)　小祝政明氏の講演

　今日は、10時前から町内の農業振興センターに行って、小祝政明氏の講演を聞きました。参加

者は 20名弱で、少人数での勉強会という感じで、質問にも丁寧に対応してくださいました。外は

良い天気だったようですが、室内で 4時過ぎまでみっちり勉強してきました。

　有機栽培、土づくり・・・に関する話題で、従来の概念を覆えすような、コペ転的な内容でした。

（ぼぉ～と生きている私にとって、太陽が回ろうが、地球が回ろうが、あんまり関係ないや！と思っ

ているので、それ程の衝撃はありませんでした。）

　元々、肥料や化学の専門家ではない私にも、ブドウの糖度(甘さ）に大きな影響を与える糖分（ブ

ドウ糖）が、どのように作られるのか、そのためには肥料や土壌に何が求められるのかということを

理論的に説明してくださいました。名付けてBLOF理論と呼ばれているようです。（BLOF理論に
ついては、次のページを参照）

http://www.japanbiofarm.com/report/entry-354.html
　従来のNPK（窒素・リン酸・加里）という無機肥料に代わって、堆肥それもセルロース由来の材料

にバチルス菌と酵母を使って発酵させ、炭酸ガスを発生させることにより土をフカフカにして栄養

を吸収しやするとともに、生成したアミノ酸を根から吸収させることで、糖分の原料を供給するという

もののようです。酵母やバチルス菌を使用することで、殺菌剤や殺虫剤を減じることもできて一石

二鳥というのです。たったの 4時間程お話を聞いただけなので理解の程度は？ですが、あらすじ

はこんなものだったと思います。

　何故、堆肥による土づくりが需要なのか？とか、光合成によらず根から直接ブドウ糖の材料を吸

収させるにはどうすればよいのか？ということが、おぼろげに理解できたような気がします。

　小祝氏いわく、「セルロースを制する者が農業を制する」のだそうです。ウチのような田舎には、

セルロースが沢山あるので、これを活かすことができれば・・・ということですね。今年からのブドウ

づくりに活かして行きたいと思います。

1月 15日(火)　ブドウ棚の中支柱を交換

　今日は曇り空で肌寒い一日でしたが、昨日一昨日と連続して野良仕事を休んだので、頑張って

野良仕事を励みました。

　ブドウ棚の中支柱を針金で固定して、足元を埋め戻す作業をしました。中支柱が整然と並んで
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いるのを見ると、棚が復旧できたことが実感できます。

　ブドウ棚がビシッとしたら、グニャッと曲がったブドウの樹を矯正するために、単管パイプでフレー

ムを作って、2 本のジャッキで徐々に引っ張りました。この後、ガリバー旅行記の小人の国のように、

紐であちこち引っ張ってジャッキを外しました。土砂に押し倒された 2 本の樹の内の 1 本は枯れた

ようですが、もう 1 本には頑張って生き残って欲しいものです。

1月 16日(水)　ブドウ棚の修理（支線の張り直し）

　今日は良い天気でした。中支柱の再建が終わったので、支線の張り直しをしました。

　支線は高張力鋼でできているので、引張には強く伸びたりしない筈なのですが、流石に土砂崩

れでは切れないまでも、伸びたようです。端から端まで 50mなのですが、約 10㎝位伸びてます。

このままだと、ダラーンとなって支線の役割を果たせません。

　支線を張り直すと言っても、50m近くもある高張力鋼線を捨てて、別のものを張りなすなんてもっ

たいないし、第一面倒です。　しかし、高張力鋼線は硬いので、ネジって繋げることなどできそうに

ありません。ネット調べましたが、高張力鋼線を繋げる良い方法は見つかりませんでした。

　どうしようか考えた末に、ワイヤーロープの端にアイを作るためのスリーブを使って、高張力鋼線

同志をカシメて接続してみることにしました。猪捕獲用のワナを作るために、カシメる道具を持って

いたので、ホームセンターで高張力鋼線に適合しそうなスリーブだけを購入しました。3.0㎜用のス
リーブに 3.2㎜の高張力鋼線が入りました。

　支線をシメラーで引っ張って、切った支線をスリーブに入れてカシメました。念のために、余った

鋼線をスリーブの端で L型に曲げて、スリーブから抜けないようにしました。

　自分で思いついた方法なので、どんな短所があるのか今のところ分かりません。お手軽に支線

を張り直すには、我ながら良い方法だと思いますが、どんなもんでしょうか？

　必要な道具は、右側の写真に示すように、ワイヤークリッパー、ペンチ、シメラー、カシメ機です。

必要な消耗品は、OS-3A（オーバルスリーブ・アーム産業）です。
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1月 17日(木)　ET3AA Ethiopia

　今朝も暗い内に起きて 1840kHzをワッチしていましたが、コンディションが悪いのか目ぼしい局も

出てこなかったので、3.5MHzの CWをワッチすると、ET3AAが出ていて激しいパイルアップに
なっていました。久しぶりにパイルアップに参加して呼んでみました。Announced DX Operationに
よると、1/16～1/18とオンエアの期間が短いようなので、一生懸命呼んだところ、甲斐あってQSO
できました。

　エチオピアは LoTWで未コンファームなので、残り 34の内の一つです。2016年の ET7Lは
DXCCにクレジットされないとかの噂ですし、カードも未だ手にしていません。今朝、慌てて

ClublogのOQRSで ET7Lのカードをお願いしておきました。エチオピアのカードは、1988年 3月
12日に 14MHz・SSBで交信した ET3JIN（Opは JF1IST)が 1枚あるだけです。

　今朝のQSOで、CWのニューと 3.5MHzのニューをゲットできました。これもQSLカードが来れ
ばの話なので、ちゃんと SASEででも出しておきたいと思います。

1月 18日(金)　電気溶接機を購入しました

　以前から、電気溶接機を買おうか買うまいかと、ずっと思案していました。職業的に使ったことが

なく、どんな道具を買えば良いのか、安物買いの何とやら・・・で失敗するのは嫌だし・・・というよう

な理由で躊躇していたのです。重い腰を上げて、昨年末にやっと購入しました。

　溶接機は、日動工業製 BM2-160DA-SPというインバータ直流溶接機で、AC200V入力で溶接
電流は 160Aまで行けるものです。お値段は、25,450円でした。溶接機と言えば、でかくて重いも

のと思っていたら、とてもコンパクトで軽くてびっくりしました。これでも、3.2mmの溶接棒までちゃん

と使えます。技術革新のお陰なんでしょうね～！

　必要なアクセサリーとして、溶接棒ホルダーとアースクリップが 2,190円+1,690円で、それらを接
続するキャプタイヤケーブル（22スクエア 10m）が 4,990円でした。
　溶接棒ホルダーやアースクリップが付属している溶接機もありましたが、ケーブルが細くて頼りな

さそうだったので、プロ仕様のアクセサリーを別途用意することにしたのです。

　その他、溶接には欠かせないものとして、ちょっと高価でしたが、液晶シャッター付の溶接面を購

入しました。これが 14,900円で、合計で約 5万円の買い物でした。
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　液晶シャッター付の溶接面を使うのは初めてですが、技術革新のたまものだと感心しています。

ちゃっんと溶接棒を見ながら点弧させることができますし、左手も使えるので、材料を押さえること

もできて、溶接の光で目を傷める心配もありません。

　とりあえず手始めに、有害鳥獣である野猿、野猪を捕獲するための箱罠を作っています。今日は、

ゲートの部分を作りました。

　これまで金属加工には手を出したことがありませんでしたが、これで工作の範囲が広がります。ウ

フフ（　＾ω＾）・・・

1月 19日(土)　ブドウ棚の修理（トンネルメッシュ）

　暦の上では明日から大寒となっていますが、今日は春を思わせるような暖かい一日で、野良仕

事には最適でした。

　支線を張り直したので、支線の上にトンネルメッシュという雨除けのビニールを張るためのものを

取付けました。土砂を除去するために、一部のトンネルメッシュは取り外していたのです。トンネル

メッシュは高張力鋼線（ハリガネ）製で、土砂崩れの時に曲がってしまった部分もあるので、それら

曲がった箇所は手で折り曲げて修正しました。

　夕方までには、トンネルメッシュの取り付けが終了して、ブドウ棚としての体を成してきました。2
月になれば剪定が始まりますので、なんとかそれまでに修理を終わらせたいものです。
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1月 20日(日)　9LY1JM Sierra-Leone

　10日程前からDXクラスターに頻繁にレポートが上がっているのは見ていましたが、ヨーロッパ

のパイルアップが激しくて、手が出せませんでした。2日程前から CQ JAを呼ぶようになったので、

ようやくQSOできるようになりました。

　1月 18日朝 3.5MHzで、1月 19日朝 14MHzで、1月 20日朝 10MHzと 7MHzでQSOできまし
た。一昨日の 3.5MHzのパイルアップも激しかったのですが、日曜日ということもあってか、今朝の

7MHzのパイルアップが一番激しかったように思います。

　昨年 12月 19日に 9L1YXJと 10MHzの FT8でQSOできて、LoTWでニューをゲットしたばかり

なので、今回のペディションでは、3つのバンドニューと 2つのモードニューがゲットできました。
　21日までの予定なので、運が良ければ 18MHzや 21MHzでバンドニューがゲットできるかもし
れませんが、今のコンディションでは望み薄のようです。ClublogのGeographic Propagationを見る

と、JAとのQSO 数は 18MHzで１，21MHzで 0でした。DXクラスタには、今日の 18MHzでのオ

ンエアはスポットされていません。これで打ち止めかしら？！

1月 21日(月)　今朝の 2mと 160mバンド

　今朝は 4時頃目が覚めたので、そのままコタツトップパソコンからリモート操作で 2mEMEのワッ

チを開始しました。今日の degradationは、-1.2dBと EMEには絶好のコンディションです。N0UK
のチャットを開くと、賑わっていました。日本時間の早朝はヨーロッパの夕方で、しかも今日は日曜

です。CQを出している局を順番に聞いて回り、聞こえた局には応答しましたが、結局誰ともQSO
できませんでした。

　聞こえた(デコードできた)局のコールサインと信号レベルおよび時刻は次の通りです。（SWLレ
ポート）

　　19:24　HB9Q -14dB
　　19:34　S51ZO -20dB
　　19:46　PA0JMV -20dB
　　19:57　SM6NOC -17dB
　呼んでも応答が無いので、仰角が 20 度になった頃から CQを出してみました。結局誰からも応

答がありませんでしたが、以前 QSOしたことのある局からレポートをもらいました。

　　20:21 138 -292 173 2020   -22  CQ JH4ADK PM64   ====== {I2FAK/16X19LLY Franco
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　　20:26 138  -27 173 002014 -27  CQ JH4ADK PM64 ====== {I3MEK/4X13HV Mario
　この良好なコンディションは 24日頃まで続くので、なんとか InitQSOの数を増やしたいものです。

　6時過ぎには月が没したので、無線小屋に行って 160mバンド（FT8)をワッチしました。160mバ
ンドも今日は週末なので賑わっていました。多くの JA 局はD41CV（Cape Verde　西アフリカの沖
の大西洋上の島）を呼んでいましたが、私には聞こえませんでした。しかし、その後、日出を過ぎ

た 7時 15分頃から聞こえ始めたので呼びましたが、応答はありませんでした。非力なので電波が

届いていないようです。

　でも、今日は次のような局とQSOできました。
　　22:02　EW3EO -1/-17dB
　　22:09　OK6DJ -13/-14dB
　　22:29　VU2BGS -9/-18dB
　　22:30　UA3ROB -1/-14dB
　この中で、VU2BGSはバンドニューです。当初彼が CQ JAを出していて、私を含め多くの JA 局

が彼を呼んでいましたが、誰にも応答がありませんでした。私は諦めて、D41CVを呼んでいたら、

彼の方から呼んできました。この時、UA3ROB、EW3EOも同時に私を呼んできたのでびっくりしま

した。VU2BGSとQSOした後でUA3ROBともQSOしました。
　2mは空振りでしたが、160mはバンドニューがゲットできて嬉しい朝でした。
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1月 22日(火)　近頃のArduino

　私が初めてArduinoを手にしたのは 2009年のことでした。その時のArduinoの型名が
duemilenuevo（2009)というネーミングだったので鮮明に覚えています。あれから、もう 10年も経つ

のかと思うと光陰矢の如しの感があります。10年も経てば何がしかのイノベーションがあるものです。

　ネットサーフィンをしていると、ひょんなことから（確か広告だったような・・・？）M5STACKの存在
を知りました。会社勤めを卒業して 7年も経ち、それまでずっと読んでいた雑誌インターフェース

の購読もきっぱり止めたので、最新事情に疎くなっているのです。ESP32というものの存在も知りま

せんでした。しかし、隠居の身なので最新事情を知らなくても一向に不自由しないので不思議なも

のです。なので、Arduinoの最新事情はこうですよ！と書くのもどうかと思いつつ、ちょっとサプライ

ズを感じたので、メモを残します。

　M5STACKは、Arduinoの開発環境でプログラミングできるマイコンですが、GPIOは言うに及ば

す、LCDディスプレーや押釦スイッチ、マイクロ SDカード、スピーカ、Bluetooth、リチウム電池など

が 5cm四方厚さ 17mmのプラスティックケースに入っているのです。これは、マイコンオタクを自認

する私には、絶好のおもちゃなのです。これで価格は 4千円ちょっとでした。
　ハードウェア的には、かなり欲張った仕様になっていますが、ソフトウェアはOSなしで使うという

ことなので、ちょっとした開発スキルが必要だと思います。

　早速、近頃乗り換えたパソコンにArduinoの開発環境ならびにM5STACK用のツールとライブラ
リーおよびデバイスドライバーをインストールしました。Hello Worldのような例題があったので、試

しにコンパイルして書き込んで実行してみました。（写真に写っているのが見えるでしょうか？）凄

い～～いい！！！軽く目眩がするような感動を覚えました。

　M5STACKをAmazonでポチッとして買うとき、ついつい広告に引き込まれて、ELEGOO 
MEGA2560 R3なるものもついでに買ってしまいました。従来のArduinoにGPIOやシリアル IO
が増量されたものです。これなら、I2CなどでGPIOを増やさなくても十分すぎる量だと思います。

ちなみに、Arduinoを使って製作した山の上のリモートコントローラで、GPIOが足りなくて困ってい
たところです。、従来のArduinoではデジタル入出力 20、アナログ入力 6、シリアル 1 ポートです

が、MEGA 2560ではデジタル入出力 54、アナログ入力 16、シリアル 4 ポートなって、倍以上に増

えています。とは言え、寸法的には長手方向が 3cm 程長くなっているだけなので、IO 数を多く必

要とするアプリには最適です。
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1月 23日(水)　50Wで楽しむローバンドDXingとEME

　EMEとローバンドでDX ハンティングを楽しんでいる今日この頃ですが、近頃H33Jというコール

で、日本人を含むチームが、ローバンドに重点を置いて、中米パナマからオンエアしています。1
月一杯の予定なので、そろそろQSOして置きたいなと思って気にかけていたところ、昨夕

3.5MHz(FT8)にQRVしているという情報があったので、無線小屋に行ってワッチを開始しました。

多くの JA 局が呼んでいるのですが、肝心のH33Jがデコードできません。アンテナは、いつも使っ

ている 20m 高のダブルバズーカです。大抵のDXペディション局と、このアンテナと IC-
7851+JRL-3000FでQSOできているのですが、見えないことには話になりません。

　仕方がないので、山の上のリモートシャックを遠隔操作して、フォースクエアアンテナで受信して

みました。すると、バッチリ見えるではありませんか。このアンテナには 1月上旬に給電線を接続し

たのみで、シーズンオフになって撤収したラジアル線は未だ張っていないのです。おまけに、ベア

フットの FT-991AMなので、出力は 50Wです。それでも、試しに呼んでみました。テンポよくQSO
してしていましたが、なかなかお鉢が回ってきません。周波数をあちこち変えて、QRMを避けなが

ら辛抱強く呼んでいると、応答があってQSOに成功しました。

　やっぱりアンテナですね～＼(^o^)／
　打ち上げ角の関係なのか、指向性の関係なのか、偏波面の違いなのか、受信できる国内の局

は、ダブルバズーカよりもフォースクエアの方が圧倒的に少ないです。なので、空いている周波数

を探すにはダブルバズーカを使いました。

　H33JとQSOした後で調子に乗って。PJ4Pの受信を試みましたが、流石にこれは駄目でした。

PJ4PはH33Jと近い場所なんですけどね。

　2mバンドでの EMEも 50Wでやっています。ここ二三日は絶好のコンディションなので、朝に夕

にリモートコントロールで遊んでいます。FT-991AMと 9エレ 2列 2 段という設備で LNAなし、PA
なしですが、聞こえるのは結構聞こえます。垂直偏波にしているので、北米や欧州の水平偏波の

局と、ジオメトリックローテーションのせいで、相性が良いみたいです。HA8ETのプリアンプを買っ
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てはいるのですが、聞こえすぎて飛ばないというのはフラストレーションが溜まるかもしれないので、

未だ付けていません。

　あちこち聞いて回って、聞こえたら呼ぶというスタイルで運用しています。誰も出ていなければ仕

方なしに CQを出すという具合です。-20dB以上の信号が受信できた局とはQSOできる可能性が

高いように感じています。というのは、相手局が 500Wで私と同じようなアンテナを使っていて、彼

の信号が-20dBで受信できれば、私(50W)の信号は、-30dBで彼に届くだろうという屁理屈です。

　一昨日から今朝にかけて、2mEMEで 6 局とQSOできて、4 局とは Init QSOでした。いずれ、山

の上から商用電源のある場所（多分、今の無線小屋）に引っ越して、500WにQROしたいとは思
いますが、まだまだ 50Wで楽しめそうです。

　山の上の「新アンテナファーム」や「2mEMEシステム」については、1月上旬にお試しで作成し

たホームページ（Google サイト利用）で紹介していますので、御覧いただけると幸いです。
https://sites.google.com/view/jh4adk

　ちょっと分かりにくいのですが、画面右上にナビゲーション（クリックすると各ページにジャンプ）が

あります。

1月 24日(木)　160mでブラジル・アルゼンチンとQSO

　いつものように、野良仕事を終えて、夕飯前の一時を無線小屋で過ごしていました。日が長く

なって、5時半頃まで明るくなって、この頃よく聞こえるのでQSOのチャンスを窺っていると、

1840kHzでブラジルの局（PY5HOT)が CQ JAを出していました。すかさず応答したところ、なんと

か 3 番目にQSOできました。
　暫くワッチを続けていると、今度はアルゼンチンの局（LU5YF)が JAの局に RR73を送っていた
ので、何度か呼ぶと応答がありQSOできました。
　実は、160mバンドで南米の局とQSOできたのは今日が初めてです。それも 2 局とできて、2エ
ンティティーアップです。

　いつも、6時頃から夕食なので、ゴールデンタイムを潰していたのかもしれません。そう思って今

夜は夕食後、無線小屋で 160mバンドをワッチすると、KV4FZ（米領バージン諸島）が CQ JAを
コールしていたので、呼びましたが応答はありませんでした。北米、南米方面の局が CQ JAを
コールすることは稀なので、チャンスをモノにできなかったのは残念です。

　今夜のところ、H33Jや PJ4Pは私には聞こえませんでした。
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1月 25日(金)　炭焼きとブドウ棚修理

　昨日、炭窯に竹を充填したので、9時前頃から炭窯の口焚きを開始しました。昨年炭窯を築いた

のですが、ブドウの剪定枝ばかり焼いていたので、竹を焼くのは今回が初めてです。また、今シー

ズンになって、初めての火入れでもあります。

　炭焼きというのは火の番をする必要があり、30分に一度くらいは口焚きの燃料が足りているかど

うかチェックしなければなりません。そのため、ブドウ棚の修理をしながら、炭焼きをしました。

　単管パイプを使って、自作した安芸クイーンの棚も一部損壊したので、今日から修理を始めまし

た。まだまだ当分かかりそうです。

　3時頃には、煙突から出る煙が透明になってきたので、口焚きを止めて、窯を塞ぎました。ちゃん

と炭になっているでしょうか？ちょっと心配です。
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1月 26日(土)　MSHVって何？

　今朝 6時過ぎに起床して無線小屋に行きました。薄っすらと雪化粧していました。こんな時は

160mバンドのコンディションが良いのではないかと期待してワッチを開始しました。それほど良い

コンデションではなくて、6時半頃からUW1HMが JAとQSOし始めたくらいでした。あまりにも暇

だったので、新アンテナファームのリグをリモートコントロールして、3573kHzも同時にワッチしまし

た。1840/1908/3573の 3波同時受信です。

　3573kHzでは、T88PBとYG9CMMとQSOできました。3573kHzで Z63DDSを呼ぶ JA 局が沢

山いましたが、私には聞こえ（見え）ませんでした。

　7時を回った頃から、1840kHzで CQ JAを呼ぶヨーローッパの局がちらほらと出てきたので、呼

んだところ IC8SQS, Z68M, SV1FJAとQSOできました。Z68M（コソボ共和国）はバンドニューです。

IS0を呼んでいる局もありましたが、私には見えませんでした。

　Z68Mはバンドニューだし、DXペディションっぽいので、QRZ.COMをチェックしてみたところ、

MSVHプログラムを使って、FT8でマルチアンサープロトコルを使うと書いてありました。

　今朝のQSOはマルチアンサー的な挙動ではなかったのですが、「MSHVって何？」と思って調

べてみました。

　FT-8のDXペディションモードとは別ものらしいのですが、一度に複数の局に応答できるというも

のです。しかし、呼ぶ側はHoundモードにせずに通常のモードで呼べばいいとのことです。DX
ペディション局が、こういうプロトコルを使って、効率良く捌いてくれると呼ぶ側にとってはありがた

いですね。

　MSHVって、何の略語なのかと思って、もう少し調べてみると、Metro ScatterのMSらしいことが
分かりました。

http://www.geekshed.co.uk/getting-started-in-meteor-scatter-ms/
　MSHVのHVは、LZ2HVのサフィックスに由来しているようです。そういえば、WSJTがWeek 
Signal by K1JTから由来していることと良く似ていますね。MSHV（アプリケーションプログラム）は、

LZ2HVのホームページからダウンロードできます。
http://lz2hv.org/mshv

　プチペディションに行くのなら、通常の FT8用QRGでMSHVのマルチアンサーを使って暫く運

用して、お客さんが多くなったら、別の周波数にQSYして、WSJT-Xの Foxモードで運用するな
んていうのも良いかもしれませんね。
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1月 27日(日)　2mバンド用直下型プリアンプの製作

　昨日から寒波に見舞われて、雪が降ったり積もったりしているため、野良仕事どころではないの

で、無線小屋で薪ストーブにあたりながら電子工作をして遊びました。

　20年以上前に、知り合いのOMさんに譲っていただいた共聴機器の防水ケースがあるので、そ

の中に 1年程前に購入したハンガリー製（HA8ET)のプリアンプを組込むという工作です。同軸リ

レーは東洋通商製のもので、144MHzなら 200W位までいけるようなので、50Wなら問題ないで

しょう。同軸ケーブルはRG-58A/Uを使用しました。受信時にだけ、アンプとリレーに 12Vを供給

します。送信時には、ANTと RIGの間はスルー状態になります。

　いつもの悪い癖なのですが、部品を購入するまでは、製作意欲がものすごく高まっているのです

が、部品が届いた頃にはテンションが下がってしまって、部品のまま放置されていました。雪のせ

いで、なんとか完成にまで漕ぎつけて一安心です。

　今度の EME 好適期（2月 18日前後）までには取り付けたいと思います。
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1月 28日(月)　初めてのゴールド免許

　今日は 5年ぶりに運転免許の更新に行ってきました。自動車運転免許歴 45年にして、初めて
ゴールド免許を手にしました。前回の更新時には、てっきりゴールド免許だろうと思っていたので

すが、誕生日から 5年と 40日以上無事故無違反という縛りの中で、5年と 35日前に軽微な違反

（スピード違反）が１回あったが故に逃してしまったのでした。そして、この度やっとゴールド免許に

なったので、感激ひとしおです。

　ゴールド免許を手にすることができて、自動車保険料が割引になり、5年で約 5万円が節約でき
そうなので、嬉しい限りです。

　運転免許の更新は 11時半頃に終わったので、その後、アマチュア無線の知人宅を訪問しまし

た。ひときり話をした後、その方と一緒に、EMEに詳しいその方のお友達のお宅を訪問しました。

私は昨年から 2mの EMEを始めましたが、マイクロ波の EMEに興味が湧いてきたのです。（注：

EMEというのは月面反射通信のことです。）

　この方は、直径 5mのパラボラアンテナをオール自作で建設されたということでした。10GHz帯
用トランスバータを見せてもらったり、その他、色々なお話を聞くことができて、大きな刺激をいただ

きました。ありがとうございました。
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1月 29日(火)　M5STACKで遊ぶ

　M5STACKの LCDとWiFiを上手く使って、FT-818NDを IoT化して見たいと思って、実験をは

じめました。

　まず、WiFi環境の整備です。バッファローのWiFiルータ WHR-1166DHP4を無線小屋に設置

して環境を整えました。（無線小屋のパソコンなどの設備は、全部 LAN（Ethernet)で接続されてい

たので、WiFiがありませんでした。）
　

　Arduinoの例題の中から IoTの実験にふさわしいものをあれこれ探したところ、ファイル-->スケッ
チ例-->WiFi-->WiFiTelenetToSerialというのがあるので、これをベースにして、実験してみることに

しました。

　WiFi 経由でルータにアクセスするには、SSIDとKeyが必要なので、WiFiルータの裏蓋にはら

れているシールを見て、これらの値をメモしておきます。

　例題プログラムの中の次の部分は実際のルータの SSIDやKeyの値を書き写す必要があります。
const char* ssid = "Buffalo-G-A9E0";
const char* password = "y34ekaxyyd????";

　 （注：ssidとして"Buffalo-A-A9E0"を書くとうまく接続できませんでした。）

　上記の内容を修正した例題をコンパイル（検証）して、ボードに書き込んでみました。ソースを見

ると、動作状況は Serial.printを使ってシリアルポートに出力されているようなので、ツール-->シリ
アルモニタを選択して、シリアルモニタを開いておきます。

　例題が書き込まれて、アプリケーションプログラムが起動すると、シリアルポートに次のように表示

されました。

Connecting
Connecting Wifi 

WiFi connected IP address: 192.168.0.17
Ready! Use 'telnet 192.168.0.17 23' to connect

　ちゃんとWiFiでルーターに接続されて、DHCPで IPアドレスが割り当てれていることが分かりま

す。

　パソコンから上記の IPアドレスに向けて Telnetで接続すると、接続できました。M5STACKの T2
と R2信号を接続してやると、ループバックされるので、Telnetで入力した文字がエコーバックされ

るようになりました。

　この例題は、WiFiからシリアルポートへのゲートウェイサーバーのような動作をしていることがわ

かります。これを少し改造すれば、WiFi 経由で FT-818NDをリモートコントロールするできるように

なると確信しました。

　パソコン側のアプリは、FT-991AM用のリモートコントロールアプリを少し改造すれば良さそうで

す。M5STACK側のプログラムは例題をベースに少し改造すれば良いでしょう。ハードウェア的な

インタフェースとしては、M5STACKの T2/R2と FT-818NDの TXD/RXDを何らかの形で接続して

やれば良いでしょう。現在、信号レベルについて調査中です。また、FT-818NDのACCコネクタに

適合するの 6ピンMiniDINコネクタをネット通販で手配中です。
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1月 30日(水)　ミネラル肥料の施肥とモモの摘蕾

　午前中の早い時間帯は寒かったので、コタツトップで確定申告に備えて帳簿の整理をしました。

11時頃になると、陽射しが暖かく感じられたので、野良仕事に出かけました。

　まず最初にしたのは、土壌分析の準備として土の採取をしました。「農業は土づくりから」と言うよ

うに、土づくりをするにも、正確に現状を把握する必要があるので、土壌分析をしてもらおうと思っ

ています。

　土壌分析をしてから、施肥をするのが順当ではありますが、土壌分析が直ぐにできるとは限らな

いので、先に気になるミネラル要素を肥料として散布することにしました。使う肥料は、クワトロミネ

ラーレです。イタリア語っぱい名前ですね。鉄と亜鉛と銅とマンガンの 4元素が入っているようです。

あまりやりすぎると良くないらしいので、1 本あたり 400gと少な目に撒きました。特に、遅伸びして

困っている 2つの棚（東と坂下）で試してみることにしました。土壌分析の結果が出たら、足りない

量を夏に追肥するつもりです。

1月 31日(木)　新鮮な山鮮！　牡丹鍋

　今朝は天気が下り坂だし、何をしようかなぁと思っていたところ、近所の猪猟名人から電話があり、

割と大きな猪がワナに掛かったので手伝ってほしいという連絡がありました。軽トラで山に駆け付け

ると、60㎏～80kg くらいのメスの猪でした。谷川近くのワナに掛かっていたので、人力と車の力で

約 10m位上に引き上げて、軽トラに積んで持ち帰りました。

　今日は私と猪猟名人の二人だけで、解体作業も実施しました。こういうことも経験が大事なので、

傍らで解体を手伝いながら、その様子を観察していました。昼からミゾレになり次第に雪になりまし

た。解体が終わったのは 4時頃でした。二人で山分けしたので、一人当たりの肉の量は 10㎏以上

ありました。我が家で消費できる量ではないので、知り合いにも分けることにしました。その残りの

殆どは冷凍することにしましたが、冷凍にするよりは、生の状態から調理した方が美味しそうだった

ので、今夜の夕飯メニューは牡丹鍋に急遽変更になりました。

　朝獲れの猪なので正に新鮮な山鮮です。久しぶりの牡丹鍋の美味しかったこと・・・嗚呼満腹で

す。
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